
質
問
一

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
、
市

民
か
ら
の
意
見
は
。

二

防
災
ラ
ジ
オ
の
使
用
状
況
に
つ
い

て
の
把
握
は
。

三

防
災
ラ
ジ
オ
の
今
後
の
活
用
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

防
災
行
政
無
線
の

放
送
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
声
が
あ
る
反
面
、
音
が
出
な
い
、

雑
音
が
入
る
な
ど
の
声
も
あ
っ
た
が
、

個
々
に
相
談
に
応
じ
た
結
果
、
設
置
場

所
の
変
更
や
ア
ン
テ
ナ
の
伸
ば
し
方
な

ど
で
ほ
と
ん
ど
が
解
消
で
き
た
。

二

日
常
的
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
。
す
で
に
利
用
し
て

い
る
方
か
ら
便
利
で
あ
る
と
の
評
判
を

聞
き
、
新
た
に
申
請
に
こ
ら
れ
る
方
が

多
い
の
で
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

三

防
災
行
政
無
線
は
、
市
民
や
市
を

訪
れ
て
い
る
方
へ
防
災
情
報
を
一
斉
に

伝
達
す
る
最
も
有
効
な
手
段
だ
が
、
気

密
性
の
高
い
住
宅
や
拡
声
器
か
ら
離
れ

て
い
る
地
域
で
は
聞
き
取
り
に
く
い
場

合
が
あ
る
。

こ
れ
を
補
う
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
室
内

で
あ
っ
て
も
確
実
に
重
要
な
情
報
を
得

ら
れ
る
と
同
時
に
、
災
害
時
に
は
貴
重

な
情
報
入
手
手
段
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
希
望
者
に
給
付
し
、
防
災
行

政
無
線
と
連
動
し
た
情
報
の
提
供
を
続

け
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

市
の
情
報
管
理
等

に
つ
い
て

質
問
一

乳
幼
児
期
の
虫
歯
の
状
況
と

予
防
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

二

学
童
期
の
状
況
と
予
防
に
つ
い
て
。

三

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
歯
科
衛
生
士

の
配
置
状
況
と
業
務
内
容
は
。

四

歯
科
医
師
会
と
の
協
議
は
。

五

小
中
学
校
で
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の

実
施
を
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

３
歳
児
の
１
人
平

均
の
虫
歯
本
数
は
、
平
成
２４
年
度
は
０

・
５
８
本
で
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
乳

幼
児
健
診
や
２
歳
児
歯
科
健
診
の
中
で

歯
科
診
察
、
歯
み
が
き
指
導
等
を
実
施

し
て
い
る
。

二
（
教
育
委
員
長
）

２４
年
度
の
１２
歳

児
の
１
人
平
均
虫
歯
本
数
は
、
２
・
０

６
本
で
、
県
平
均
０
・
９
９
本
を
上
回

っ
て
い
る
。
歯
の
大
切
さ
を
学
級
活
動

等
で
学
習
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
に
も

啓
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
歯
科
健
診
実

施
後
、
早
期
治
療
を
促
し
て
い
る
。

三
（
市
長
）

一
般
職
非
常
勤
職
員
の

歯
科
衛
生
士
２
人
を
配
置
。
業
務
は
乳

幼
児
健
診
、
歯
科
保
健
指
導
、
健
康
教

室
講
話
、
口
腔
衛
生
指
導
等
で
あ
る
。

四

子
ど
も
の
虫
歯
の
状
況
を
分
析
し
、

虫
歯
予
防
対
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
に
、
坂
戸
鶴
ヶ
島
歯
科
医
師
会
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

五
（
教
育
委
員
長
）

フ
ッ
化
物
洗
口

は
、
児
童
生
徒
の
虫
歯
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
保
護
者
へ
の

説
明
と
理
解
が
重
要
で
あ
る
。

すでに約４１７０台を給付

今後も続ける

出雲敏太郎 議員

防災ラジオの使用状況
と今後について

子
ど
も
の
虫
歯
予
防

に
つ
い
て五

伝
木
隆
幸
議
員

歯
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

鶴ヶ島市防災ラジオ

給食後に歯磨きをする子どもたち
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